




























































































































































































































































































































疲顛 因　子名 一コ」　　　　ヒ7Lーす 次　　元

















3．土櫛飾 イ楢ヵ A　　・ F－　L－2




















































三兜下量 k III 1，2．3
　　　、、Vエアー・クラフ ．ト’レフ．荷重 C　　　　　　　　・ 1 1，2．3









オく三ト重直力・ノ｝くラ㍉童直裏イ差 HIQ，　x／1 III L2，3













ぶ（身蘇 ヵウンド ’Y，ρ 1 1，2．3
サ》プラー 捧宿．壷量 Y，　P 1，2．3
栄並経砺ケ 通過、3一セ斗 r　　　　　・ 1 1，2，3　【
2個自モづレ 將柱ハ゜ラ痘ヌ 予報関係 モ荒 1，2．3
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一．昌一． 1 噛． T．U．1、」’、
o




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































E 『’P．617 L790★ 一
F 1，797 2，089 2，213
G 」　一㍉Q．丁39 1，800 1，630






























































































































δ1VSα　S δ3VSα　S δ5 VS　α　　　　S
土 C C D C D
D 0：945★ ・0．970★ 　 一 一 一
E 0，899 1，OO2 一 一 一 一
一一 一F 0，993 O，9821，021 0，744 LO24 0，637
G 1，09ア　　　1 0，9070，907 1，046 0，843 ］，078



































土 ・δ αR αΩ α　S・． n
δ1、 ＿　　　｛ ★★・ ★★
@　r　　r
★★　　　一
E δ3 ★ ★ 一 ★
δ’－@5 一＿1 ★ 一 囎
δ1 1★★ ★★ ★★ ★★
．F δ3， ★士 ★★ ★★ ★★
δ　5． ★★ ★★ ★★ ★★
咽
δ1 一 嚢★ 去★ ★★
G δ3 一 ★★ ★索’ ★★
一






































































































































































































































































































山記 見 b h
H系　　・H－1 6 18 3
H－2 6 18 2
H－3 6 18 1
B象　　　B－1 6 18 3
B－2 6 12 3



















































































　　　　　」黶f『@ － e－1 O．0 0．0 0．0．！
一「@　　’ヒ「
、1
































































































































SV　「． SS DF 14S Fo CF尭．
‘
V 8．26 2 4．13 1．24 0．6
「．「
幽1
e　∫ 一18」90 2 　　　　一X．45 2．84 1．3
P’　， 1320．06 2 660．03198．36索★：’
E
りL9，
V　X．e 孝8・88 4 7．22 2．17 2．0





A誤差． 26．62 8 3．33　1
1gi　　　　I
4ワ 1436．6含 26 1 100．σi
・　1・・＃『CF、寄与率〔c磁詠砿。婦
　　表3孫微頒蘇1およ略与辛




Ip　∈XV★ P★★ P★★ P★☆ e★★ pxe★
　｝
P91．’3 3．6・ 91．gr 92．8 87．7 8．1・渥．1F
ils－2P魅 P魅 eXV★★
　　圏
?噤嘯 P★★ e★★ b★★ 台★雪
1




P★★ P★★ P★★　　’」 i










































i　　　° 　　一U23．7 8 一　｝
表3－26仁艦繍鍔





























































































































































































































皿s 一〇．5 1．0 1．5 2．0　1
一 ．－
一
n百＝0 ∬Pτ1 　　一－一 　 ρ＿ 一　　■
．　．
M立P－2 1＿ 　　¶k　一　　　　　　　髄 脚 一
一 豆P白31・耽　　髄 一吃 一 一










































































































































































































｝sv ｛DF ’MS F。 F（0．01｝F（0．05＞



















SV l　ss 「DF MS ら ド（o．01），F（。・05）
P 圏・V99．5F
2 399．7 145．9★★ 6．01 3．55
e． 33．4 2 16．7 6．1★★ 6．01 3．55
pxe、7．0 4 1．ア 0．6 4．58 　　　　　1Q．93






































一 ・SV SS’ 　一cF Fo CF（％）
H 695．9 2 i．　347．91117・8六★ 1’U．4





H、x，　P． 50．5 4 12．6 4．3★★ 1．2
H　x．．－e　　　　　　　一 1与2，4　　　1 4 12．9無 3．6
20．0 4 1．7 0．5
Hx．px已 23．2 8 1　2．9 1．0 0．5








P 2426．6、 2 1213．3365。8★★ 35．7
e 11．1 2 5．6 1．7 0．2
　　　一@ 　　　」a　x　．P．　　　　　　冒 138．0 4 ・－ R2－．5・
@　「　F　’
，9．8★★ 1．9
　　Pf・B　ズ　e覧 30．1 4、一・　　f 二・、冨フ．5 2．3 0．4
一、
p　x　・，e
ら」ブ．ニゴ 4「 1．4 0．4 0．1
一　一7
』・ IlBxpxe12．8 8　　　1…　　1．7 0．5 0．2
誤差1 179・．1　154 i　　3．31　　　　　　　　　甲 2．6






















































































































ノく工土 粘土 石ケ オイル ノ含ヲ由宣ぞ　　　（重量ハし・セント）
A なし 標…皐砂 10冒モータ・才イル 　　　　　■S．3，　8．1，　11。7，　15．0，　18．1
B・ な、し 石搬・－4 10冒モータ・才イル 131・0，16．7，18．4
C べ’ントオ朴 ネ票獅ケ 10冒モータ・才4’レ22．7　　．
D’ バ》け瀦 ネ粟孝ろケ 　　　　1、X0W♪リンタ・才41レ22．5
E べ㌧トナ朴 北自，，1捗 10Wモータ・才イ’レ 22．7
F べ’〉ト材ト 」ヒ白”1毎歩 40骸一タ・才イル 22．5．
G べ’・ト叫 姻”1渉 　　　　　“X0陰塀ダ才イ’レ 15響Of　22．5，　24磨2，　26．9
釦一3砺芙試入工蛎組威
　　3）測定結果’磯埋臓
　　　磁嬬幅潮㌧て、C，中くあ昼因狗影雛調べ，
離橘翫認あら描場合κは、毎乎酬推た蛎ない、そ
礁果・・ら構軌抽出した・・
3結呆　、・
　　1）才イノ⑳糎類K晶せん断翔生へ破曝
　　　／くプ圷、F，輌蘇鹸吉寸赫1ま’㌧才イ’レ構類K
ぶるせん断才寺柱く4劾果を知う：と七飛’ぞきる・
　　辻んま瞬動ん℃は声険華5・％ぞ有意ぞあるが’・冴平増あ推交．
幅差鹸劾擁、ヲ・唯4・れ一タ・才イ澗講差碗い・
・鵬隊綱中ば才イ’レ糎蘇才句籾引紬・°’と一定ぞ’
あるρ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！．b
115
　　鋪れは．／伽才イルで〃55舷之，4〃，9“瞬イ、レ
祖鰯辺47％・跡し．初・レκよ議力幌あら緑。
　　2）砺纏熱よ擁継幅性M劾果　　　　．
　　　いず属ノ・〃ひタわ’畦用・・たんヰんβ，歓7
いゼ，ほ｛鋼じ倉縛縦態k）鄭紛抑購累．τ，じ．中
誌K有意差は認あら，撫がつた．
　　3）　べ’ントナイトの有蕉匹よるせ一ん渉赫寺，性くら支刀果
　　　脚含瞬幽融ある力曳’，恥ノ酬才イ・レの，人エ土
恥ノ晒％’配航，、くエ土砺ス217乃勧貸禽寸した緒
果、てにはた険季’％で’高震4支力采レfあるセぐ，φκ．1ま蘇う“な
く，4について1杁・申堺力蠕あら液た・　　　　一
　　船才イ’レ鮪乳晶せ碕撫M如果
　　　／〈工土麻つ1・て詑んま継灘41！、勘．卿ζ・例
ん）の3段階，髄圧力を夕段階κ笈拡場合の含暗薦
犠儲紛裕豊∴糖した蘇，・勘輻で，C、≠k如”
秘果緋齢横い・℃弾1日月した・研歩羽鮫ヤ・ら声
1‡！翻季2215％サンプ・レで’最夫値跡し，知含癖！鉾
・2・甥ぞ・は31・譲籾ないヵミ遥わ炸朔含瞬で’は）勝K
衡し・つ咽傭脈確するしヒウ蜘つんcl旛酵
敬貫でヒ・一ク跡し．肋状懸’は外／6・1°，と，畝甥．
り6
…灯喜繕謝己ば㌧才個‡1・膚伊ヒ繍．卿才イ
・薩で鶴せんま幡柱低籾月らが嵯寝ら麻つUては差
ガぐない・甑㌧心け昼瑚・、齢否硝、ぴついて大
諏羅断り湧イ’レの含3函1離舞る・こ’諏よ薩セ4ノ曇
笹符っ天批癖霞ヒ鉤曾ぼあ寵言渇．，
τ17
②メ冨蛎練リ返し劾果　　、．’，
　i　目的’　　、，　．
・・璃販簾砿．特k纈土ぞ’嫁リ返し叫ろ嚴。抵
下が生ずる・冒本実験は土廉ネ曽実鹸あ実際・K・鑑み．ノぐ王上にも自
灘姦洞概．練燧し瞬因する、／生戴イヒ噸あで胸
いか，婁助想定吻下k・行な．わ矛した毛介であゐ。
　　いま・／〈工土吻才手っある強さQを裳弍で表・彦すむのどする。
　　　　Q＝E（S・T・D・A・昼ヂ・…・）………………（3－38）
　　　　　ここぞ’ノ
　　　　　　F；床知関数
　　　　　　s、人工上の組成　　　　　噛
　　　　　　丁；謡度お．よび」湿友　　　　．、　　　　　－
　　　　　　D；『窟度
　　　　　一　合；1継遇時間　　　　　　　、
　　　　　　H∫覆歴（練リ返しを含む〉
　．Qに圏碗る励。して覇誘わ、、嘱の副誉ほ
ババのイ豚ね凋イ綱5蘭るで’漏う．本轍で醍水
ら励の㌔日履歴頑k儲せ麻リ慰のQk反呵
蘇蜘池うとし嶽ぞ・昂。
　　Q・し℃①せる新試験に・よる才継イ直て．・．中鈴が③．
一測諏フ・レト讃融拠を鯛した。
　2方）表トhF」
　　（勾　／エ土組成
